
「所
得
税
の
１
０
３
万
円
の
壁
」
と
は
？

衆
議
院
で
過
半
数
割
れ
し
た
自
公
両
党
が
、
政
権
の

延
命
を
図
る
た
め
、
国
民
民
主
党
な
ど
を
抱
き
込
も
う

と
工
作
を
強
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
論
点
に
上
が
っ

て
い
る

「所
得
税
の
１
０
３
万
円
の
壁
」
に
つ
い
て
、

「ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
と
い
う
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
の
で
、
解
説
し
ま
す
。

（日
本
共
産
党
政
策
委
員

会

垣
内
亮
）

Ｑ

「
１
０
３
万
円
」
と
い
う
の
は
何

の
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
計
算
さ

れ
る
の
で
す
か
？

Ａ
年
収
１
０
３
万
円

（給
与
収
入
１
０
３
万
円
）
の
壁

と
は
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
働
い
て
い
る
配
偶
者

に
所
得
税
が
か
か
る
か
ど
う
か
の
線
引
を
表
し
ま
す
。

基
礎
控
除
48
万
円
＋
配
偶
者
特
別
控
除
55
万
円
＝
１
０

３
万
円
が
根
拠
で
す
。

Ｑ
年
収
が
１
０
３
万
円
を
超
え
る
と
、

手
取
り
額
が
減
っ
て
し
ま
う
の
で

す
か
？

Ａ

１
０
３
万
円
を
超
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
本
人
の

手
取
り
が
逆
に
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
の
場
合
は
、
基
礎
控
除
と
給

与
所
得
控
除
の
ほ
か
に
、

「勤
労
学
生
控
除
」

（所
得

税
27
万
円
、
住
民
税
26
万
円
）
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、

所
得
税
は
年
収
１
３
０
万
円
を
超
え
な
い
と
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。

Ｑ
１
０
３
万
円
を
超
え
て
も
手
取
り

が
減
る
わ
け
で
は
な
い
の
な
ら
、

な
ぜ

「壁
」
と
言
う
の
で
す
か
？

Ａ

場
合
に
よ
っ
て
は
、
本
人
で
は
な
く
家
族
の
手
取

り
が
減

っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。

た
と
え
ば
、
学
生
な
ど
が
親
の
扶
養
親
族
の
形
で
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
場
合
、
親
の
所
得
税
や
住
民
税

の
計
算
上
、

「扶
養
控
除
」

（所
得
税
38
万
円
、
住
民

税
33
万
円
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
大
学
生
の
場
合
は

「特

定
扶
養
控
除
」
と
い
っ
て
控
除
額
が
増
え
ま
す

（所
得

税
63
万
円
、
住
民
税
45
万
円
）
。
扶
養
控
除
に
よ
る
税

の
軽
減
額
は
、

「控
除
額
×
親
の
税
率
」
な
の
で
、
親

の
所
得
に
よ
っ
て
も
違

っ
て
き
ま
す
が
、
大
学
生
で
親

が
平
均
的
な
会
社
員
な
ら
ば
、
所
得
税
と
住
民
税
あ
わ

せ
て
７
万
～
13
万
円
く
ら
い
に
な
り
ま
す

（親
が
高
額

所
得
だ
と
、
最
大
で
33
万
円
程
度
）
。

子
ど
も
の
年
収
が
１
０
３
万
円
を
超
え
て
親
の
扶
養

親
族
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
親
の
税
金
が
７
万
～

13
万
円
も
増
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
学
生
本

人
の
手
取
り
は
増
え
て
も
、
世
帯
全
体
の
手
取
り
が
大

き
く
減

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
１
０
３
万
円

を
超
え
な
い
よ
う
に
働
く
時
間
数
を
制
限
す
る
こ
と
に

な
る
䢣
こ
の
こ
と
が

「１
０
３
万
円
の
壁
」
と
呼
ば
れ

る
の
で
す
。

Ｑ

「１
０
３
万
円
の
壁
」
に
つ
い
て
、

日
本
共
産
党
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
で
す
か
？

Ａ

日
本
共
産
党
は
課
税
最
低
限
を
引
き
上
げ
る
こ

と
が
必
要
だ
と
し
て
、
総
選
挙
の
政
策
で
も

「課
税
最

低
限
の
引
き
上
げ
」
を
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

課
税
最
低
限
が
現
在
の
１
０
３
万
円
に
な
っ
た
の
は
、

１
９
９
５
年
で
す
が
、
そ
の
当
時
と
昨
年
２
０
２
３
年

の
物
価
を
比
べ
る
と
、
１
０
％
以
上
も
上
が
っ
て
い
ま

す
。
物
価
が
上
が
っ
て
も
、
同
程
度
に
収
入
が
増
え
れ

ば
実
質
収
入
は
減
り
ま
せ
ん
が
、
税
の
控
除
な
ど
が
そ

の
ま
ま
だ
と
、
税
引
き
後
の
手
取
り
額
の
伸
び
は
物
価

に
追
い
つ
か
ず
、

「実
質
手
取
り
額
」
の
伸
び
は
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

控
除
の
額
を
増
や
し
て
課
税
最
低
限
を
引
き
上
げ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
物
価
や
賃
金
が
上
が
れ
ば
所
得
税
収

も
自
然
に
増
え
ま
す
か
ら
、
物
価
上
昇
に
見
合
う
程
度

の
引
き
上
げ
な
ら
、
そ
の
財
源
は
税
の
自
然
増
収
分
の

一
部
を
還
元
す
る
こ
と
で
確
保
で
き
、
財
源
の
心
配
も

い
り
ま
せ
ん
。

学
費
引
下
げ
、
給
付
型
奨
学
金
を

も
っ
と
も
、
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
場
合
に
は
、

「壁

」
の
引
き
上
げ
も
重
要
で
す
が
、
そ
も
そ
も
学
生
が
そ

ん
な
に
働
か
な
く
て
も
済
む
よ
う
に
、
授
業
料
の
引
き

下
げ
や
給
付
制
奨
学
金
の
充
実
を
進
め
る
こ
と
が
大
事

で
す
。

Ｑ

自
公
政
権
と
協
議
が
さ
れ
て
い

る
国
民
民
主
党
の
減
税
案
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
た
ら
い
い
の
で
し

ょ
う
か
？

Ａ

物
価
高
騰
の
中
で
、
課
税
最
低
限
の
引
き
上
げ
が

必
要
だ
と
い
う
点
で
は
、
日
本
共
産
党
も
同
じ
立
場
で

す
。
た
だ
、
国
民
民
主
党
の
案
は
１
０
３
万
円
を
１
７

８
万
円
に
引
き
上
げ
る

（７
２
・
８
％
増
）
と
い
う
も

の
で
、
物
価
の
伸
び
を
は
る
か
に
上
回
る
提
案
で
す
。

当
然
、
財
源
も
た
く
さ
ん
必
要
に
な
り
、
政
府
の
試
算

で
は
７
・
６
兆
円
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国

の
高
等
教
育
予
算
の
４
倍
以
上
に
当
た
り
ま
す
。
所
得

税
の
自
然
増
収
の
範
囲
で
は
全
く
足
ら
な
い
た
め
、
他

か
ら
財
源
を
持
っ
て
く
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

財
源
を
ど
こ
に
求
め
る
か
に
よ
っ
て
は
、
か
え
っ
て

負
担
増
に
な
っ
て
し
ま
う
人
が
出
る
場
合
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
た
と
え
ば
、
消
費
税
増
税
で
財
源
を
つ
く
る
の

な
ら
、
い
ま
で
も
課
税
最
低
限
以
下
の
低
所
得
の
人
に

は
所
得
税
は
１
円
の
減
税
に
も
な
ら
ず
、
消
費
税
の
増

税
だ
け
が
か
ぶ
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得

税
の
減
税
財
源
の
た
め
に
教
育
予
算
が
さ
ら
に
削
ら
れ
、

大
学
の
授
業
料
が
値
上
げ
さ
れ
た
り
し
た
ら
、
学
生
に

と
っ
て
も
か
え
っ
て
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

で
す
か
ら
、
課
税
最
低
限
の
引
き
上
げ
自
体
は
必
要

な
こ
と
で
す
が
、
そ
の
財
源
を
ど
う
す
る
の
か
に
よ
っ

て
は
、
国
民
の
た
め
に
な
ら
な
い
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
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社
会
保
険
の
掛
金
は

今
年
10
月
よ
り
、
短
時
間
労
働
者
に
対
す
る
社
会
保

険
の
適
用
範
囲
が
51
人
以
上
の
事
業
所
ま
で
広
が
り

ま
し
た
。
週
20
～
30
時
間

（５
日
な
ら
４
～
６
時
間
）

「健
康
保
険
」

「厚
生
年
金
保
険
」
の
加
入
が
義
務

付
け
さ
れ
ま
す
。
半
額
は
企
業
負
担
。
共
産
党
の
い

う
よ
う
に
中
小
業
者

へ
の
直
接
補
助
が
必
要
で
す
。



10
月
22
日

（火
）
～
24
日

（木
）
の
３
日
間
、
経
済
建
設
委

員
会
の
視
察
に
行
っ
て
き
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

法
人
市
民
税
超
過
課
税
で
約
４
億
円
増

滋
賀
県
守
山
市
は
人
口
約
８
万
５
千
人
。
法
人
市
民
税
は
市
民

金
１
億
円
以
下
は
７
．
４
。
そ
れ
以
上
は
８
・
４
％
で
年
間
約
４

億
円
の
超
過
課
税
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
律
６
％
の
碧
南
市
と
違

い
市
民
の
た
め
の
財
源
確
保
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
財
政
力
指

数
は
０
．
８
２
の
交
付
団
体
で
す
。

「も
り
や
ま
エ
コ
パ
ー
ク
環
境
セ
ン
タ
ー
」

滋
賀
県
知
事
に
よ
っ
て
、
ご
み
焼
却
場
の
広
域
化
中
止
。
守
山

市
単
独
で
、
ご
み
焼
却
場
を
新
設
、
令
和
２
年
度
か
ら
稼
働
し
ま

し
た
。
Ｄ
Ｂ
Ｏ

方
式
で

「設
計
」

「建
設
」
「運
営
」

を

一
括
行
な
っ

て
い
ま
す
。
70

万
ｔ
／
日
処
理

量
３
５
．
５
ｔ

／
日
×

２
炉
）
、

建
設
費
は
約
72

億
円
、
そ
の
う

ち
20
億
円
を
国

の
交
付
金
で
、

残
り
の
50
億
円

は
基
金
で
す
。

維
持
管
理
に
は

年
間
約
４
億
円
、

ゴ
ミ
焼
却
熱
発

電
で
、
年
間
８
，

５
０
０
万
ｈ
／

㎾
。
う
ち
約
５
千
万
ｈ
/
kw
売
電
。
約

年
６
，
５
０
０
万
円
で
す
。
ご
み
ピ
ッ

ト
は
地
上
３
階
に
、
煙
突
は
低
く
建
物

の
中
に
隠
れ
て
い
ま
す
。

守
山
市
は
碧
南
市
を
取
り
巻
く
状
況

と
似
て
お
り
、
ぜ
ひ
、
碧
南
市
で
も
、

守
山
市
の
よ
う
な
コ
ン
パ
ク
ト
で
シ
ン
プ
ル
な
ご
み
焼
却
場
建
設

を
決
断
す
べ
き
と
思
い
ま
し
た
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
、

１
時
間
毎
の
循
環
バ
ス

～
香
川
県
坂
出
市
～

坂
出
市
は
人
口
約
５
万
人
。
法
人
市

民
税
は
、

一
律
８
．
４
％
で
超
過
課
税

で
約
１
億
５
千
万
円
の
増
収
。
財
政
力

指
数
は
０
．
８
で
交
付
団
体
で
す
。
公

共
交
通
は
民
間
路
線
バ
ス
、
市
営
循
環

バ
ス
２
路
線
、
１
０
０
円
で
年
間
約
５

万
人
の
利
用
者
で
す
。
費
用
負
担
は
国

庫
補
助
も
入
れ
年
１
，
６
０
０
万
円
。

デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
２
０
０
年
間
４

千
人
が
利
用
。
１
億
１
２
０
０
万
円
の

公
的
補
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「空
家
等
の
適
性
管
理
に
関
す
る
条
例
」
に
つ

い
て

～
鳥
取
県
倉
吉
市
～

倉
吉
市
は
人
口
約
５
万
人
。
法
人
市
民
税
は
８
・
４
％
で
約

1
億
円
増
収
。
均
等
割
も
３
０
０
０
万
円
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
固
定
資
産
税
も
評
価
額
の
１
・
５
％

（碧
南
市
は
１
．

４
％
）
で
約
２
億
円
増
額
で
す
。
財
政
力
指
数
は
０
．
４
３
で
交

付
団
体
で
す
。

平
成
25
年
度
に
、
空
家
条
例
を
国
に
先
立
っ
て
制
定
し
ま
し

た
。
空
家
数
は
約
８
０
０
件
、
そ
の
内
、
危
険
だ
と
思
わ
れ
る
空

家
は
約
３
０
０
件
。
補
助
率
４
分
の
５
、
上
限
１
２
０
万
円
の
解

体
補
助
で
す
。
年
30
件
～
40
件
が
解
体
さ
れ
て
い
ま
す
。
碧
南

市
は
上
限
20
万
円
で
補
助
金
が
少
な
す
ぎ
ま
す
。
倉
吉
市
で
は

市
と
民
間
企
業
で
官
民
連
携
事
業
で
、
空
家
の
所
有
者
や
相
続
人

の
お
悩
み
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

「空
家
総
合
相
談
窓
口
」
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
民
間
委
託
で
、
市
と
し
て
相
談
窓
口
の
利
用
状
況

の
把
握
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

清
水
港
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト
の
取

組
に
つ
い
て

～
清
水
港
管
理
局
～

10
月
29
日
、
静
岡
市
の
清
水
港
管
理
局
の
清
水
港
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
テ

ナ
取
扱
量
は
全
国
８
位
で
あ
り
、
近
年
で
は
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
に

も
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。
２
０
３
０
目
標
でC

o

2
排
出
量
の
47

％

（13
万
ト
ン
）
削
減
。
２
０

５
０
年
目
標
は
１
０
０
％
削
減

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
遠
隔
操
作
の
導

入
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
船

へ
の
転
換
。
太

陽
光
発
電
お
よ
び
蓄
電
池
の
導

入
。
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
電
動

化
。
緑
地
施
設
整
備
事
業
。
ブ

ル
ー
カ
ー
ボ
ン

（藻
場
）
の
造

成

・
保
全
な
ど
で
す
。

し
か
し
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー

ト
計
画
は
国
が
作
成

し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

そ
っ
た
資
料
作
り
の

よ
う
で

「絵
に
描

い
た
餅
」

と
な
ら

な
い
か

危
惧
せ

ざ
る
を

得
な
い

と
感
じ

ま
し
た
。
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http://hekinan.jcpweb.net/

日本共産党碧南市会議員団のホー

ムページをご覧ください。
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